
Thematic model ： Tunnel model 坑道・地下道（２／２）

 LOD1～LOD4により、定義する構成要素が変わる
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 トンネルの形状により、各面をCityGMLのどの
構成要素で定義するか細かく設定できる



Thematic model ： Bridge model 橋梁（１／２）

 橋梁は、橋梁の外形と付属物から構成することができる
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Thematic model ： Bridge model 橋梁（２／２）

 LOD1～LOD4により、定義する構成要素が変わる
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 橋梁の形状により、各面をCityGMLのどの構成
要素で定義するか細かく設定できる



Thematic model ： Water bodies 水部

 水部は、水面と水中の地形との境界面から構成することができる
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Thematic model ： Transportation 交通施設

 交通施設は、車道、軌道、交差点、その他通行可能な場所から構成することができる
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 LOD0は線分による表現、高さをもつ面で
表現、LOD2～4はレーンごとに区分して
表現することができる



Thematic model ： Vegetation 植生

 植生は、固体の植生地物または植生被覆で定義する
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固体（ソリッド）の森林モデルの例



Thematic model ： City furniture 付属施設

 都市における案内板や車止めなどの様々な付属施設を定義できる
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Thematic model ： Land use 土地利用

 土地利用は、用途による区分を属性として持つことができる
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Thematic model ： Application Domain Extension (ADE) 拡張機能（１／３）

 CityGMLでは、前ページまでに示された標準的な地物以外に、様々な分野の地
物拡張定義を可能としている
 ADE (Application Domain Extension）と呼ぶ

 日本においても、内閣府が公表している「i-UR」（i-都市再生のデータ仕様）
では、「Urban Planning ADE」として、都市再生用に「建物」属性や「土地
利用」属性の拡張を定義している
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i-UR 1.0での拡張（ADE）の例

建物の詳細な情報を持つこと
ができるよう、都市再生用に
建物の属性を拡張している

（i-UR 1.0より）

i-UR 1.0

拡張

ADEの例

騒音マップ

ロボットサービス

・・・



Thematic model ： Application Domain Extension (ADE) 拡張機能（２／３）
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「Noise Immision ADE」（騒音）の例

道路や鉄道からの騒音を3Dで表現するために騒
音の値を持つことができるように「交通施設」
（道路、軌道）の地物を拡張



Thematic model ： Application Domain Extension (ADE) 拡張機能（３／３）
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「ADE for Ubiquitous Network Robots Services」（ユビキタスネットワーク ロボット用サービス）の例

出入口や開口部、ドアなどの通行箇所の通過点
の材質や天井部分の種類、ジョイントの種類な
どを定義できるように「境界面」地物を拡張し
ている


